
 
 
 

             朝 日 新 聞 「 声 」（ 1 1 月 １ ３ 日 ） よ り   

Ｎ １ １  ２ ０ ０ ９ ． １ １ ． ２ ０   Ｊ Ｒ 東 海 労 東 二 運 分 会   

東 海 ユ ニ オ ン 組 合 員 の み な さ ん ！  

こんな「声」がありました⇔他
ひ

社
と

事ではありません 
 朝 日 新 聞 読 者 か ら の 日 本 航 空 、 Ｊ Ｒ 西 日 本 、 日 本 郵 政
経 営 陣 に 対 す る 「 働 く 者 軽 視 の 企 業 に 未 来 な し 」 と い う
忠 告 の 投 稿 が あ り ま し た の で 紹 介 し ま す 。  

『 日 本 航 空 、 Ｊ Ｒ 西 日 本 、 日 本 郵 政 。 奇 し く も 「 官 か

ら 民 」 を 代 表 す る 大 企 業 が そ ろ っ て 、 経 営 の あ り 方 や

そ の 姿 勢 を 問 わ れ て 連 日 の よ う に マ ス コ ミ を 賑 わ せ

て い る 。 事 情 は そ れ ぞ れ 異 な る が 、 い ず れ も 根 幹 に は

経 営 陣 の 自 己 保 身 、企 業 の 社 会 的 責 任 を 忘 れ た 利 益 至

上 主 義 が あ る 。 そ し て 映 画 「 沈 ま ぬ 太 陽 」 に 描 か れ て

い る よ う に 、 各 社 と も 複 数 の 労 働 組 合 が あ る 。 宝 塚 線

脱 線 事 故 の 際 に Ｊ Ｒ 西 日 本 の 「 日 勤 教 育 」 が 取 り 上 げ

ら れ た よ う に 、 各 社 の 労 務 政 策 に は 問 題 が 多 い 。 労 働

組 合 が 複 数 存 在 す る の は 、 組 合 敵 視 の 表 れ で あ る 。 利

益 至 上 主 義 と 組 合 敵 視 策 が 企 業 を お か し く す る の は 、

こ の ３ 社 に は 限 ら な い 。労 働 者 を 消 耗 品 の 道 具 と 同 じ

よ う に 考 え る 企 業 は 伸 び な い 。上 場 企 業 の ９ 月 中 間 決

算 で は 、自 動 車 や 電 機 な ど 主 要 製 造 業 で 世 界 同 時 不 況

で 落 ち 込 ん だ 業 績 の 底 打 ち 感 が 鮮 明 に な っ た が 、猛 烈

な リ ス ト ラ で 利 益 を 生 み 出 し て い る の が 実 情 だ と い

う （ ６ 日 経 済 面 ）。 だ が 、 日 本 を 代 表 す る よ う な 企 業

が 労 働 者 を 使 い 捨 て 、ワ ー キ ン グ プ ア や ホ ー ム レ ス を

生 み 出 す こ と で 得 た 業 績 回 復 を 恥 じ な い で 良 い の か 。

こ の 国 の 経 営 者 た ち に 、 働 く 者 を 大 切 に し 、 最 大 の 財

産 と 考 え る 経 営 理 念 を 私 は 求 め た い 。』（ 下 線 は 筆 者 ）  
 
まさに  そのとおりで  的を得た「声」だと思います 
 残 念 な が ら 下 線 部 分 は Ｊ Ｒ 東 海 に も 共 通 し ま す 。「 複
数 の 労 働 組 合 」「 労 務 政 策 」「 組 合 敵 視 」 は 、 還 流 な ど 命
令 と 服 従 ・ 規 律 と 忠 誠 心 の 労 務 政 策 ・ 社 員 管 理 で あ り 、
「 消 耗 品 の 道 具 」 は 、 一 方 的 休 日 勤 務 や 年 休 が 流 れ て も
平 気 な 私 た ち の 職 場 と 同 じ で す 。私 た ち も 言 い ま し ょ う 。 
社 員 を 大 切 に し 、 社 員 を 最 大 の 財 産 と 考 え る 経 営 理 念 を 
私 た ち は 求 め る 、 と 。 第 二 の Ｊ Ｒ 西 日 本 に し な い た め に 

「 組 合 も  会 社 も 聞 か ぬ  私 の 声 」Ｃ Ｄ 頑 爺 


